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あなたは9条を変えて戦争に行きますか？
はらまち九条の会

継 鰍 常吉　芸噸 一息湖匂Lu感○看板に描く 「文言」は上のように決定しました。日本の 「恵法9 条」は日本人自身がその′

義や価値をないがしろにしている闇に、今や世界各地で 2 1 世紀を先駆ける理想の平和憲王
として．注目され、アジアや南米やアフリカの諸国の蕃法に採り入れられています。しかし今、
日本はあえて 「9 条」を捨て去り、「戦争をする園 ・日本」になってしまうのか危倶されます。

○看板の建設予定経費は25万円なので、Iロ500円麒上のカンパを訊廉いしてい謬す。
6月24日現在、45名から約6万円が集まっています。こ賛同の方は恐縮ですが・各事務
局員に直接お届けください。お名前や金額は公表せず、領収書はこ希望により発行します。
看紺　0居館j伊野屠屠‘ココス■さんの虐かい〝仁丘てぎ或
0ズきき碓7m20cm・鰐6m晶象　プロの者顔屋さんに庇厨します。
0着虜矛盾仇　63厨宙の脛戯厨窟βの200β年β月75βです。

、㌧′ノ◆不発弾が地雷のように戦闘後も一般市民を殺傷し続ける「悪魔の兵器」・ク
ラスター爆弾、それをほぼ全面禁止する条約案机　5月30日アイルランド
のダブリンで約30カ国により合意された。しかし、主要生産・保有国のア
メリカ・ロシア・中国が参加せず、今後の課題です。◆日本も国際世論にお
されてようやく合意し、自衛隊が保有するクラスター爆弾を数百億円かけて
廃棄する。またまた軍事費に血税を浪費します。◆NGO（非政府組織）の活
動で成功していますか、次は「劣化ウラン弾廃棄」、さらに「核兵器の全面廃
絶」、「軍隊の廃止」「軍隊の災害救助

山ルー方紺．脚β
■しかし、宇宙開発目的を「平和利用」と限定した

まありません。

朋肝
1969年の国会決議を転換

し、防衛目的に広げる「宇宙基本法」が5月21日、自民・公明・民主党な
どの賛成221票、反対14票の圧倒的多数で成立しました。■自衛隊の衛
星保育に道を開き、偵察衛星やミサイル防衛に使う早期警戒衛星打ち上げな
とを可能にするため。まるでCG映画のスターウオーズを夢想しています。
脚傲　アブカr　威紺一号劇掛野〟短とノ
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◆政府は陸上自衛隊のアフガニスタン派遣検討を始めました。しかし、ペシャウールの会で20年以上アフガニスタ
ンで医療と潅漑など農業復興支援活動を続けている中村哲医師臥「アフガン派兵は愚かな反国際貢献」「アフガンは
テロの栄達ではない」「丸腰だから現地の人に伝わるものがある」「自衛隊がアフガン派遣なら、活動を停止しなけれ
ばならない」と話しています。（6月7日「乗京新聞」）＜9月28日・いわき市で「中村哲構濃会」開催＞



戦没画学生慰霊美術館

r鮨軌へと礪！

浅同山を背景に、中世ヨーロッパ

◆長野県上田市、山々に囲まれた田園
帯の丘の上に、浅間山を背景にし、
世ヨーロッパの僧院のような建物 の

地
中
な

かに、アジア太平洋戦争で志半ばで戦
地で命を落とした画学生30余名、3
00余点の遺作や遺品がひっそりと展
示されています。
◆館主の窪島誠一郎さん（父は水上勉）
が、画家野見山暁治さんと日本各地の
戦没画学生の遺族を探し訪ね遺作を蒐
め、「無言館（むごんかん）」として平
成9年5月2日に開館されました。
◆絵は何も語らず、見る人も無言ですが、
作者や家族の働巽が聞こえそうな、強
い衝動に駆られる不思議な美術館です。
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の僧院のような建物イ無言館」　　●「無言館」〒386－1213長野最上8市古安曽山王山3462
電話0268－37－1650　　年中無休

無念の適作300点押詰りかけるもの

▲中村萬平は静岡県浜松市のお菓子屋さんの長男。学生結婚をして
いて、妻の亮子さんを描く。霜子さんのおなかには赤ちゃんがいます
が、莞平さんは自分の子供の顔も見ないまま出征し、霜子さんは出産
の半月後に病死。鳶平さんは「霜子死ス」の電毒針こ泣きあかし、中国
で26歳でさみしく戦病死します。この絵はその息子の暁介（きょう
すけ）さんが、父母の唯一の形見として大切に守ってきました。

▲市瀬文夫（いちのせふみお）lよ大正3年に長野県飯田市生まれ
東京美術学校（東京芸大）に入学、首席で卒業。和歌山県の中学校に勤
薫するが、15年に出征。妻・文枝はその時懐妊していた．19年2月、
ニューギニアで29歳で戦死。美術学校時代の19歳の市瀬が故郷の生家
の近くに住んでいたある美しい女性をモデルに描いたのか、この「黒衣の
婦人」で、市瀬の実力が表れている作品と言われています。モデルの女性
は、85歳の女流の日本画家として健在で、市瀬さんを偲んでいます。

ト伊沢洋は栃木県の大変貧しい農家の二男。東京美術学校（栗京芸
大）卒。出征の1カ月前、自分の家族をいかにも裕福そうに感謝と願
望を込め空想して描いた。26歳でニューギニアで戦死しますが、届
いた骨箱は一握りの砂だけで、両親は「洋は絵描さにならずにニュー

▼蜂谷清は千葉県佐倉の商家の長男。自
分を可愛がってくれていた優しい祖母の
なつさんを出征の当日まで感謝を込めて
描いた。昭和20年7月、フィリピンの
ルソン島で、22歳の若さで戦死します。
「上手に描いておくれよ」という祖母な
つさんの声が聞こえてきそうな絵です。

蜂谷清「祖母の催」

孝三ラゐ敵こ恵三そ痕言そ重た了苫前うまモ篭芦妄高音そ痘さまCだ。肺洋r家族」

●絵や説明は、窪島誠一郎著Fr無言館」にいらっしゃい』ちくまプリマー新書￥740より。
●この紙面はカラーでないのが残念です。●「無言館」については、テレビや新聞での紹介、関連
本もたくさん出版され、また全国各地や福島県内でも巡回展が開催されています。
●お隣の相馬市の「相馬中学生（現・相馬高校）の遺作もあるはず」と小耳にはさみ、調べてみたと
ころ、実在し作品も残されていることが分かり驚かされました。次号で紹介させていただきます。


